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名嘉真三成
１音韻＃
動詞の活用を記述する前に，まず狩俣方言
の音韻について略述する（注ｌ）。
１１音韻体系
1.1.1音素
狩俣方言では，次に示す26個の音素が認め
られる
（１）子音音素/h，，，ｋ，９，ｔ，。，ｃ，ｓ，ｚ，
ｒ，、，ｆ，ｖ,ｐ，ｂ，、／
１１．２拍構造
狩俣方言の拍構造は，
（１）(2)（３）（４）
／cＷ／csv／／Q／／N／
の四つである（注２）。このうち(1)には，ほ
とんどの子音音素と母音音素とが立つが，
/hI/，／ti/，／dI/，／､I/，／rl/などの/I/を含
む柏は欠けている。また，(2)の/-s-/の位置
には/j/が多く現れ，／w/はわずかに/,wa/の
柏のみを作る。
1.1.3拍表
狩俣方言の拍は，次表の通りである。
、，Ｉ，
(2)半母音音素/j，ｗ／
(3)母音音素/i，ｅ，Ｉ，
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１．２音韻対応
ここでは便宜上，母音対応のみを示すにと
どめる。
狩俣方言と国語（奈良朝中央語）との短母
音は，次のような対応関係を示す。
国語ｉｌｌ１ｉ乙ｅｌｉｌｅ△ａｕ(lniI)o甲０△
狩俣ＬＩＷ１、、
その対応例は，次の通りである。
／ｉＩｌ,/と/i/の対応例
［ik鰯f］＜息＞，［ksImu］＜肝＞，［ksIn］
＜着物＞，［pagzI］＜足＞，［bzlgi］＜髭＞，
［がItu］＜人＞（注３)。
／i乙/と/r/，／i/の対応例
［ks1sY]＜霧＞，［ts1ksIsu］＜月＞，［f9ksid
＜茎＞・
［kiX]＜木＞，［ukizI]＜起きる＞，［sIgizl］
＜過ぎる＞，［slgi］＜杉＞・
／e甲/，／e△/と/i/の対応例
［k9ki］＜書け＞（命令形)，［kugi］＜槽
げ＞（命令形)，［pira］＜へら＞，［､idu､］
＜女＞・
［ki:]＜毛＞,［t9ki]＜竹＞，［kagi]＜影＞，
［､i:］＜目＞，［ami］＜雨＞・
／a/と/a/の対応例
［t9kam］＜高い＞，［mai］＜前＞，［s9ki］
＜酒＞，［､a､］＜波＞，［mafu］＜巻く＞，
［asuv］＜遊ぶ＞，［pana］＜花＞・
／u/と/u/の対応例
［udi]＜腕＞,[t9sI]＜櫛＞,[nunu]＜布＞，
Ｄｕｊ＜湯＞,［tVta]＜蓋＞，［muku]＜婿＞，
［kuruma］＜車＞（注４)。
／o甲/，／6乙/と/u/の対応例
［pqku］＜箱＞，［p9tu］＜鳩＞，［kadu］
＜角＞，［､u:］＜野＞，［kmu］＜肝＞。
[ukusid<起こす>,[suku]<底>,[t9sY]
＜年＞，［munu］＜物＞，［k9kuru］＜心＞･
２動詞の活用
２．１語形替変と活用形
狩俣方言の動詞の語形替変（conjugation）
の形式（form）と活用を，／kafu/＜書く＞を
例に取って示せば，次の通りになる。（ただ
し（）の形式は，接尾辞を示す）
［１]ka'ａ志向形
［２]Ｍａ(N） 未然形
［３]kakI〈kafu〉（ta,akamI）連用形
［４]kａＭｉ接続形
［５]kakl〈kafu〉（taT） 過去形
［６]kakY〈kafu〉終止形ｌ
［７]kakmf〈kafumI〉終止形２
［８]kakl〈kafu〉（pItu）連体形
［９]kaki(ba） 条件形，
［10]kafuri(ba） 条件形２
［11]kaki命令形
上の語形替変の諸形式のうち，〈〉の形
式はその左側の形式と自由変異（free
variation）の関係にあるのではなく，また
/kakI/→/kafu/の音韻変化（soundchange）
によって生じた形式でもない別々の意味・機
能を担うものであるが，ここでは便宜上同一
の活用形に含めておく。このように［３］［５］
[６］［７］［８］の活用形に二つの形式が現れる
動詞には，力行四段動詞の他，ガ行・ハ行・
バ行四段，力変に相当する動詞などがある。
ところで，前掲の活用形には，同じ形式に
もかかわらず別々のワクに配列したものがあ
る。
例えば，次の
'|(;}【:i：＊然〃志向形
－９１－
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,l1lil溌鱗㈹MMm側＜香川た…
Ⅲ|圏(:：
［１]ka，a＜書こう＞,ukju＜起きよう＞さて，2.1で認定された活用形に基づき，
［２]ka,a(N)＜書か(ない)＞，uki(N)＜起き／kaIu/＜書く＞以外の動詞の種類にも注目し
［９］kaki(ba)＜書け(ば)＞，ukiri(ba)＜起
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上の活用体系表で，△印は形式がないこと
を示し，一印は活用語尾がないことを示す。
また，〃印は語尾が同種類の動詞の最上段の
語尾と同じであることを表す。
２．３活用形
次に各活用形の意義・機能およびそれにつ
く接辞などについて,用例をあげて記述する。
2.3.1志向形（注６）
（１）それ自身で志向の形になる。意志や勧
誘を表す。
①Nzibagaka,a＜どれ，ぼくが書こう＞
②ｚｕ，umYmmasi，ｉｋａ，a＜さあ皆で書こ
う＞
（２）反復形に/，asI/＜為る＞をつけて，「～
したがっている」の意味を表す。
③ｋａ，ａｋａ､ati'i,asI＜書こうと為る＞
2.3.2未然形
（１）接続助詞/ba/＜ば＞がついて，仮定
条件を表す。
④ｂａｇａｋａ，abaQva,ａ，jumi＜ぼくが書く
から君は読め＞
⑤，icIka，abaNka'ariN＜いつ書いても書
けない＞
（２）助動詞/rrI/くれる＞，／rari'1/くられ
る＞がつき，受身・可能の意味を表す。前者
は四段動詞に相当する動詞に，後者はそれ以
外の動詞につく。
なお，この形式が東京方言などのように尊
敬の意味となることはない。
⑥、a，a,jusiNsi，ｉＮｋａ，arfI＜名前を先生に
書かれる＞
⑦banuNma'imriraridusr＜ぼくにも見
える＞
（３）助動詞/sT/＜す＞，／simi'1/＜せる＞
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ｂ、接続助詞/ti/＜と＞，／gacIna/＜なが
ら＞が接続する。
⑬ｚＷｊｕｄｕｋａｋＩｔｉ，u'Y＜字を書いてい
る＞
⑲kakIgacmaNjumI＜書きながら読む＞
ｃ、格助詞/ga/＜が＞がついて，目的を表
す。
⑳kakIga，ifu＜書きに行く＞
（３）助動詞がついて，状態・様態を表す。
ａ・願望を示す助動詞/taOaka'1/くたい＞，
/busIkaT/＜たい＞がつく。
⑳zlmigiNdukakIta,akaT＜きれいに書
きたい＞
⑳baNmikakIbuslkamI＜ぼくも書きた
い＞
ｂ､/gikaT/＜そうだ＞がつき,様態を示す。
なお，この形式が国語のように伝聞を表すこ
とはない。
⑳kanupItunudukaklgika'1＜あの人が
書きそうだ＞
ｃ、／kobka'1/＜にくい＞のつく形。
⑳kunuzWjakakIko,okamY＜この字は書
きにくい＞
。．／，juusI/＜できる＞が接続して，可能
を表す。
⑳bagadukakrju，usl＜ぼくが書くこと
ができる＞
（４）補助動詞や形容詞が後接し，状態・様
態を示す。
ａ．／kani,Y/＜かねる＞がつき，能力上動
作が難しいことを表す。
⑳。u,ugana，amjukakIkaniT＜自分のi7iiiii
を詳きかねる＞
ｂ、／pazYnIiT/＜始める＞，／､０.wa.Y/＜終
わる＞で動作の始ま|)と終わりを刀くす。
がつき，使役の意味となる。前者は四段動詞
に相当する動詞に接続し，後者はすべての動
詞に接続する。
⑧，utu'ｕｔｕＮｚＷｊｕｋａ､asl＜弟に字を書か
す＞
⑨kariNka,asYmfY＜彼に書かせる＞
（４）打ち消しの助動詞／N/＜ない＞，
/dja,araN/＜ない＞がつく。前者は客観的な
打ち消しを,後者は主観的な打ち消しを示す。
⑩Nmjakarja,ａｋａ，aNくもう彼は書かな
い＞
⑪ｂａ,aMadja，araN＜ぼくは書かない＞
（５）助動詞/maT/くれる＞，／samaT/くら
れる＞がつき，尊敬の意味を表す。前者は四
段動詞のみに接続する。
⑫siNsfigaduka,ama'1＜先生が書かれ
る＞
⑬sItumutipja,asfi，ukisama'1＜朝早く起
きられる＞
（６）助詞/di/＜う＞がついて，意志や勧誘
の意味を強める。
⑭ｂａ､ａｋｊｕ，ｕｍｉｋａ,adi＜ぼくは今日も
書こう＞
２．３．３連用形
国語の連用形｢書キ」に相当する形である。
（１）反復形。同じ形を二度くり返し，動作
が何度もくり返されることを示す。
⑮kja0asi,i，ｊａｋａｋＩｋａｋｌｓｉ，isIslmaN＜消
したり書いたりで進まない＞
（２）助詞が接続する形。
ａ，係助詞/du/＜ぞ＞，／、i/＜も＞がつ
く。
⑯ｂａＮｍａ,ikakldusI＜ぼくも評〈＞
⑰ｋａｋＩｍａ.ｉ，jumIma.i,asiN＜iiI}:きも読
みもしない＞
－９５－
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⑩QVama,ｉｂａＮｍａ'izWjukaki＜君もぼ
くも字を書く＞
（２）助詞が続く形。
ａ・接続助詞/ti/＜と＞がつく。
⑪kakItidu，a'ＭＹ＜｢書く」と言った＞
ｂ・終助詞/caWa/くってさ＞,／sa'i/くさ＞，
/，ja'a/＜ね＞などが続く（注７)。
⑫zlmigiNtikakica'a＜きれいに書くっ
てざ＞
⑬baNtukaklsa，i＜ぼくと（一緒に）書
くさ＞
⑭zjobtu，uNkakI'ja，a＜上手に書くね＞
２．３．７終止形２
終止形,に比べて強調の意味がある。
（１）文を終止する。
⑮bagakakYmY＜ぼくが書く＞
（２）終助詞/do0o/＜ぞ＞がつく。
⑯karigakakYmfdob＜彼が普くぞ＞
２．３８連体形
（１）体言を修飾する形。
⑰ｚTI'jukaklpItu，utaruga＜字を書く人
は誰か＞
⑱kju'u，jakarigadukakIpazY＜今日は彼
が書く筈だ＞
（２）係助詞/du/＜ぞ＞の結びになる。
⑲ｚｍｇｉＮｄｕｋａｋｆ＜きれいに書く＞
（３）助詞に続く形。
ａ・格助詞/NcYkja，a/＜より＞,／,ju，f/＜よ
り＞が続く形。
⑳kakINclkja,ａ，jumi＜書くよりは読め＞
okakfju'1,ａ'asubi＜書くよりは遊べ＞
ｂ、副助詞/daki/＜だけ＞，／sikja,a/＜ま
で＞が続く。
⑫kakldakisi,izjobbuN＜書くだけでよ
い＞
⑰futakinakaklpazlmi'1＜すぐに諜き始
める＞
⑳ｚＷｊｕｋａｋｆ'０，war＜字を書き終わる＞
ｃ、／，jasIka'1/＜易い＞がつく。
⑳。u'ugana,a，jakakY,jasYkamY＜自分の
名前は書き易い＞
２．３．４接続形
それ自身で中止の形になったり，連用法の
機能を担ったりする。
（１）中止の形となる。
⑳ｂａ'ａｚｒｌ，jukaki，ikarja，ａ,i，i'ｊｕｋａｋｌ
＜ぼくは字を書いて，彼は絵を描く＞
（２）過去の意味を表す。
⑪ｋｌｎｕｄｕｋａｋｉ，i＜きのう書いた＞
（３）補助動詞などがつきアスベクトを表
す。
⑫Nnamakakfi,u,f＜今，書いている＞
⑳mImjakaki,i'amYくもう，書いてある＞
⑭mImjakaki'inja,aN＜もう，書いてし
まった＞
（４）助詞がつく形。
⑮kju'ｕｍａ,ikaMi，ｊａｋｕ，uN＜今日も書い
て来ない＞
⑯kaki'ｉｄｕ,ufu＜書いておく＞
⑰kaki，imi，jumi'ima，ｉｍｉ,ｉＮ＜書いて
も読んでもみない＞
なお，この/kaMi/の形式は/kaki/のよう
に短くなることもある。
２．３．５過去形
助動詞/ta'1/＜た＞が後接し，過去・完了
の意味になる。
⑳ｋｍｕｄｕｋａｋｌｔａ'1＜きのう書いた＞
⑳Nnamadukaklta，i＜今，書いた＞
２．３．６終止形，
（１）それのみで言い切りの形になる。
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⑬ｂａ,akakYsikja'amaci＜ぼくが書くま
で侍て＞
ｃ・終助詞/､a/＜な＞，／mata/＜べきだ＞
が続く。
⑭kunuzWjuba，ａｋａｋｍａ＜この字は書く
な＞
⑮karja'akju，ｕｍａ'ikakmata＜彼は今日
も書くべきだ＞
2.3.9条件形，
接続助詞/ba/＜ば＞がつき，確定条件を
表す。
⑯，waiitikakibaduMarita'1＜一生懸命
書いたので書けた＞
2.3.10条件形２
接続助詞/ba/＜ば＞の後接で，確定条件
を示すようである。
⑰Qvagakafuribadupja，asi，ｉ，o,waTta'１
＜君が書いたので早く終った＞
2.3.11命令形
（１）それのみで命令の意味となる。
⑱pja,arina,a,jukaki＜速く名前を書
け＞
（２）終助詞/'ju，u/＜よ＞,/Ca，a/＜ってざ＞
が続いて，強調したり柔らかくしたりする。
⑲pja，arikaMju，u＜速く書けよ＞
⑳zjobtuNkakica'a＜上手に書けって
さ＞
２．４動詞語彙
続いて，これまでに蒐集した狩俣方言の動
詞語彙を，2.2の活用体系表の種類に準じ
て示す。その際，終｣l二形,を例に取る。
１．１．１．１ィ
kakI＜書く＞kakI＜掻く＞･
１．１．１．ｌロ
，a'akl＜歩く＞，ikl＜行く＞，uciM＜置
〈＞,uduruki＜驚く＞ｋＩｋＹ＜聞く＞
sakY＜咲く＞sakl＜裂く＞sabakY＜尋
ねる＞sIpakI＜こする＞cIkI＜挽く，
搗く＞cIkI＜着く＞cIcIkI＜続く＞
nakf＜泣く＞pakI＜吐く＞patarakI
＜働く＞plkf＜引く＞fukI＜拭く＞
fukI＜吹〈＞fukI＜建てる＞makI＜蒔
く＞makI＜巻く＞manukI＜振る＞
mukl＜剥く＞，jakI＜焼く＞NNkl＜突
き刺す＞・・
Ｌ１．１．２
，u，igf＜泳ぐ＞ｋａ，aragI＜乾く＞ｋｕｇＩ
＜漕ぐ＞cfgl＜注ぐ＞tugI＜研ぐ＞
nagI＜薙ぐ＞pIgI＜削る＞・
１．１１．３ィ
，aro,o＜洗う＞，idjo,o＜出合う＞ｋｏｂ
＜買う＞cIkanoio＜飼う＞cIkob＜使
う＞ｎｏ'０＜縫う＞bako'ｏ＜奪う＞
baro'o＜笑う＞ｆｏｂ＜食べる＞
１．１．１．３ｐ
,u'umu，u＜思う＞Mju，u＜通う＞bju，ｕ
＜酔う＞，juku'u＜休む＞・
１．１．１．４
，asubl＜遊ぶ＞,irabl＜選ぶ＞tubY＜飛
ぶ＞marubY＜すべる＞，jubI＜吸う＞・
ＬＬ２．５
．a'asl＜合わす＞，idasI＜出す＞，usｌ
＜押す＞kaQvasI＜被せる＞karasI
＜貸す＞klsl＜着る＞klsl＜切る＞
ｋｕ'1,asI＜くっつける＞kurusl＜殺す＞
kja，asl＜消す＞sIkIsI＜肉などを切る＞
QsI＜知る＞nasI＜生む＞nara，asf＜教
える＞ｎｏ'０sI＜治す，直す＞mamasl＜燃
やす＞magarasl＜曲げる＞mYbasl＜伸
す＞mja,asI＜較べる＞panasI＜話す＞
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panasI＜放す＞pusI＜干す＞fukasI
＜沸かす＞fukurasf＜ふくらませる＞
，jurusl＜許す＞゜
１．１．２．６
kacI＜勝つ＞tacI＜立つ＞vucl＜打つ，
撃つ＞macI＜待つ＞mucf＜持つ＞・
１．１．２．７
，amI＜編む＞,ugam＜拝む＞katamY
＜担ぐ＞kamI＜咬む＞sizfml＜沈む＞
cIkaml＜掴む＞cIcI,､I＜包む＞ｎａｍＩ
＜嘗める＞nusImI＜盗む＞numI＜飲
む＞ｆｕｍＩ＜踏む＞ｆｕｍｆ＜汲む＞
mIInI＜紡ぐ＞，jamI＜痛む＞、jumI＜読
む＞・
１．１．２．８
，aga'1＜上がる＞，abi，Y＜叫ぶ＞，ukuT
＜送る＞，ukjama'1＜浮ぶ＞ｋａ,a,i＜変
る＞ｋａ'1＜刈る＞ｋａ,Y＜借りる＞Ｍ
＜蹴る＞ｓａ,waT＜触る＞ｓｆ,､a，i【＜縛
る＞ＱｓｕＴ＜拭く＞Ｍ＜取る＞
tuma'1＜止まる，泊まる＞naT＜鳴る＞
ｎｕＴＩ＜乗る＞nuka'1＜残る＞ｎｏ,ｏＴ
＜治る＞ｐａ'adu,f＜這う＞pina,r＜減
る＞plka'1＜光る＞ｐｕ，Y＜彫る，掘
る＞ｆｕｍｄａＴ＜踏みつける＞bada'１
＜渡る＞ｂｉ，f＜塗る＞ｂｕ,f＜折る＞
budu'1＜踊る＞、a,a,r＜回る＞magal
＜曲がる＞，jabuT＜破る＞Nda'Y＜壊
す＞・
１．１．２．９
brY＜塵る＞・
［、１．２．１０
，a,Y＜誘う，歌う＞，ｐａ'1＜入る＞・
１．１．２．１１
ｃｍ＜作る＞。
１．１．２．１２
，avu＜炎る＞kavu＜被る＞tavu＜手繰
る＞nivu＜眠る＞vuvu＜売る＞･
１．２．１．１３
．a'1＜有る＞。
Ｌ２．１．１４
．u'1＜居る＞・
１．２．２．１５
ＳＩＮ＜死ぬ＞・
’0.1.16
,aki'１＜開ける＞,ukiT＜起きる＞
，usuciki,f＜押さえる＞kaki0Y＜掛ける＞
saki,Y＜裂ける＞ｓｉ,icIki'1＜沈む＞ＣＩＭ
＜付ける＞tuki，Y＜溶ける＞ｔｕ，uclkiT
＜命令する＞fukiT＜くぐる＞baki'１
＜別ける＞maki,Y＜負ける＞mukiT
＜剥ける＞,jakiT＜焼ける＞・
’0.1.17
,agi'1＜上げる＞sagi,Y＜下げる＞sYgiT
＜過ぎる＞nagi,Y＜投げる＞pagiT＜禿
げる，剥げる＞plsugi.Y＜広げる＞
piNgiT＜逃げる＞Ngi'1＜帰る＞
１０．１．１８
kafusi,Y＜隠す＞baQsi'1＜忘れる＞・
’０．１．１９
kazi'ii＜耕す＞tuzi,f＜綴じる＞（新)。
１０．１２０
，a，wati,Y＜急ぐ＞，uti'1＜落ちる＞sYtiT
＜棄てる，捨てる＞tatiT＜立てる＞
pati'1＜来てる＞mYti'1＜満ちる＞・
’０．１．２１
．itadiT＜こぼす＞，idi'T＜Ｈ１る＞nadiwT
＜撫でる＞（新）paTdi､T＜１１}る＞･
’0.1.22
,ibimf＜柿える＞sabiD1＜錆びる＞（新）
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tatabi'1＜信じる＞mfbi，i＜伸びる，延び
る＞・
’0.1.23
,ami､Y＜浴びる＞kamiT＜頭に乗せて運
ぶ＞kimi'1＜決める＞tuzimi'1＜終わ
る＞（'oWa,Ｉとも言う）tumi'1＜探す＞
pazlmi，f＜始める＞mYmi，r＜濡れる＞。
Ｕ０．１．２４
，iQwI＜こわがる＞･
’0.1.25
．ari,r＜荒れる＞,uriT＜下りる＞kuri'ｆ
＜両替する＞sariT＜枯れる＞turi'１
＜凪ぐ＞nagariT＜流れる＞nari'1＜慣
れる＞purri＜狂れる＞fukuri'1＜脹れ
る＞mlmari，Y＜生れる＞muri.I＜漏れ
る＞,jurari'1＜迷う＞・
’０．１．２６
，１'i'1＜入れる＞,u,i'1＜生える＞，uganal1O●９・・
＜集める＞，ubu，i'1＜覚える＞kaNga,i'１
＜考える＞・
I０．２．２７
，i，i'1＜煮る＞fri'１＜与える＞、i，i，f＜見
る＞゜
Ⅲ０．０．２８
，asI＜為る＞・
I０．０．２９
ｋISI＜来る＞･
注
（１）狩俣方言のインフォーマントは，城間
ハル氏（明治40年生平良市狩俣1457）
である。調査は，昭和51年７月～８月に
現地で行った。
（２）ただし，ｃは子音音素を，ｓは半母音
音素を，そしてｖは母音音素を表す。
（３）ただし，甲類でも/kizI/＜傷＞，／mizl
／＜水＞のように/Y/になっていない語が
ある。これらの語は，それぞれ＊kezu，
＊ｍｅｄｕに遡ぼるものと考えられている。
(4)なお，／su／／zu／／Cu／には，／，jasl
kaWI/＜安い＞，／,usI/＜臼＞，／sIzImf／
＜沈む＞，／pazl/＜筈＞，／cImi/＜爪＞，
／，icI/＜何時＞の通り/sI／／Zr／／Cl/が
それぞれ対応する。
(5)活用体系表は，語幹と語尾に分割して
示す。語幹とは語の意味を担う部分であ
り，語尾とは語の文法的機能を担う部分
である。
(6)琉球方言の志向形/kaka/＜書こう＞
などについては，助動詞/､u/くむ＞が
ついていないとする説と，ついた後脱落
したとする二説がある。ただし，狩俣方
言では四段動詞に相当するものには
／ka'a/＜書こう＞のように助動詞のない
形式が現れ，その他の動詞には/，ukju／
＜起きよう＞，／,asju/＜為よう＞などの
ように助動詞を含んでいると思われる形
式が現れる。
(7)ただし，⑫⑬＠は，文として少し落着
の悪い表現のようである。
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